
全大阪生活と健康を守る会連合会との協議等議事録（要旨） 

 

      政策企画室 広聴担当  

 

１ 日   時  令和８年１月８日（木）13時 00分 ～ 15時 00分 

 

２ 場   所  浪速区役所７階会議室 

 

３ 団 体 名  全大阪生活と健康を守る会連合会 

 

４ 協議等の趣旨  平和と民主主義・くらしと健康を守る 2026年度予算要望書 

 

５ 出 席 者 

（団体側） 

25人 

（本 市） 

福祉局 １人 市民局 １人 水道局 ２人 建設局 １人 教育委員会事務局 11人 

 

６ 議    事 

（１）物価高騰から住民の生活を守るため、大阪府・大阪市独自で緊急の支援対策を講じること 

（項目番号２．） 

団体要望概要 

・令和７年 10 月検針分から 12 月検針分までの水道料金の基本料金と下水道使用料の基本額の減

額を行っていただいたが、物価高はずっと続いており、その時だけでは意味がない。今後、どの

ような対策を考えておられるか。 

      本市説明概要 

       ・今後の対策については、現時点では未定である。 

 

（２）緊急援護資金について（項目番号５．（１）３１、８.５） 

      団体要望概要 

       ・令和６年度の貸付実績を教えてほしい。 

      本市説明概要 

       ・確認のうえ、別途回答する。 

 

（３）中学校の給食実施について（項目番号１８.(１)２．） 

      団体要望概要 

       ・全ての中学校で、今後自校調理を行っていけるようにしてほしい。設置数はどの程度か。 

       ・民間委託による調理校や中学校での食育の取り組みはあるのか。民間委託校では声掛けもなく、



児童生徒が食缶を棚からもっていくだけではないか。栄養教諭の配置はあるのか。 

      本市説明概要 

       ・校舎工事等の際に、各中学校の状況に応じて個別に判断し給食室を設置している。一律設置の方

針をもっているものではない。令和 7年度４月時点で小中一貫校を除き 21校に設置されている。 

       ・校種を問わず、食育の取り組みは全校で行っている。調理委託校、調理室のない学校であっても、

調理従事者あるいは配膳員が食缶等の児童生徒への受け渡し対応を行っている。調理校全校では

ないが、栄養教諭を含む栄養教職員は配置されている。 

 

（４）「学力テストの結果を公表せず、テスト結果に応じて、教職員の給与や人事評価に反映させないこと。」

について（項目番号１８.(１)９．） 

      団体要望概要 

       ・調査結果の公表をしなくてよいという学校は教育委員会が決めるとなっているが、例えば どん

な場合、公表しなくてよいのか。 

      本市説明概要 

       ・例えば、調査対象学年が単学級の学校について、児童生徒個人が特定されるおそれがある場合に

おいては公表しないことができるとしている。 

 

（３）チャレンジテストなどのテストについて（項目番号１８．（１）１１．） 

団体要望概要 

・中学校で実施しているチャレンジテストなどのテストがいつあるか教えてほしい。また、小学生

すくすくウォッチなどもいつあるかも教えてほしい。 

       ・チャレンジテストは本当に必要なのかと思う。（意見のみ） 

       ・チャレンジテストは高校入試に反映されるのでしょうか。 

      本市説明概要 

       ・全国学力・学習状況調査については、小中学校で４月に実施しております。小学生すくすくウォ

ッチについても、小学校５・６年生を対象に４月に実施している。チャレンジテストに関しまし

ては、中学３年生のテストが９月、中学１・２年生が１月に実施となっている。 

・大阪府公立高等学校入学者選抜における調査書に記載する評定について中学生チャレンジテス

トを活用している。 

 

（４）学校選択制について（項目番号１８．(１)１６．） 

      団体要望概要 

・令和５年３月の学校選択制検証報告書はホームページに公開されているか 

・学力テストの結果が学校ごとに公開されて、それが学校を選ぶ際に保護者の目に触れる状態にな

っているなど、学校選択制が教育をゆがめている。（意見のみ） 

・見守り隊がよその校区の子の登下校を見守っており、子どもを地域で育てる状態ではなくなって

いるなど、防犯上の課題も発生している。（意見のみ） 

・学校選択制を利用して、毎年どれくらいの児童生徒が校区外から学校に来ているのか。 



・2013年度（平成 25年度）以降、大阪市で行われた統廃合により、統合対象となった学校では学

校数がどう変わったのか（減ったのか）区別に教えてほしい。（後日資料回答） 

       ・今後の統合予定について教えてほしい。（後日資料回答） 

・淀川区で予定されている統廃合について、統合することになる学校の通学路は交通量が多く、学

校間の距離も非常に離れているほか、通学途中には坂道もある。統廃合は人数だけではないと考

えており、地域の防犯や防災拠点、そのほか地域の問題を総合的に考えていただきたい。（意見

のみ） 

      本市説明概要 

       ・大阪市のホームページに公開されている。 

       ・例年約１割程度の児童生徒が、学校選択制を利用している。 

 

（５）学校トイレの洋式化について（項目番号１８.(１)２１．） 

団体要望概要 

       ・具体的にどのくらい洋式化が進んでいるのか。 

・洋式化率 100％になるのはいつごろか分かっていれば回答願いたい。 

本市説明概要 

       ・令和６年度末現在大阪市全区の小・中学校全体平均で６４．５％となっている。 

       ・令和７年度末で 70％を目指している。100％になる時期については未定。 

 

（６）就学援助について（項目番号１８．（２）１、２、５、７、８．）  

団体要望概要 

    ・生活保護費引き下げに係る国の敗訴判決を受け、それが就学援助に影響を及ぼしていれば、その

補償を行うべきだと考えるが、具体的に何か検討を行っているのか。 

       ・近年、学校の統廃合が多くあり、児童生徒の通学が遠距離になる傾向であるが、就学援助におい

て、通学費は支給されるのか。支給されるのであれば、その対象及び支給実績について教えてほ

しい。 

・就学援助について、大阪市における電子申請の検討状況を聞きたい。 

本市説明概要 

       ・現状、本件に係る就学援助としての具体的な対応について、検討していない。 

・就学援助における通学費の支給対象は、距離で言うと小学校で片道４㎞以上、中学校で片道６㎞

以上としている。なお、支給実績について、本日は具体的な数字を持ち合わせていない。後日提

供とさせていただきたい。 

       ・就学援助に係る電子化に向け検討を行っているところではあるが、現時点で具体的な導入時期を

お示しできる状況ではない。 

 

 


